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東洋大学ライフデザイン学部紀要編集内規

平成17年４月１日　施行

平成19年４月１日　改正

（目的）

第１条　東洋大学ライフデザイン学部紀要『ライフデザイン学研究』（以下「紀要」という。）はライ

フデザイン学部（以下「学部」という。）の教育と研究を促進し、教員を中心としたそれらの

成果発表の場として、さらに「ライフデザイン学」の形成とその発展に寄与することを目的とし、

関連の論文、研究ノート、書評、研究展望、学部教育に関する諸活動報告等を掲載発表する。

（刊行物と編集）

第２条　学部で刊行する紀要はライフデザイン学部紀要編集委員会（以下「委員会」という。）内規

第４条による。

（投稿資格）

第３条　紀要に投稿できる者は原則として学部の専任教員とする。ただし、以下の場合には、委員会

の判断で受け入れることができる。

⑴　委員会において特別に依頼する場合

⑵　学部専任教員が代表である共同執筆原稿の場合

⑶　掲載余地があり、学部非常勤講師から希望があった場合

⑷　学部生の執筆で学科の推薦を得たもの

⑸　研究科生による修士論文あるいは博士論文で専攻の推薦を得たもの

（原稿の種類）

第４条　この紀要に投稿できる原稿の種類は、次のとおりとし、未発表の原稿に限ることとする。

種　類 内　　　　　　容
１．総説 ライフデザイン学全般もしくは個別領域にかかわる総括的論述
２．論文 オリジナルな研究成果をまとめたもの（査読対象とする）

３．研究ノート
研究の中間報告、覚書および新しい研究方法についての報告、翻訳
（投稿者の依頼があった場合、査読対象とする）

４．書　評 書籍、文献の批評、紹介
５．研究展望 それぞれの研究分野の成果をまとめたもの、研究動向を展望したもの
６．学部活動記録 当該年度の学部活動を報告する内容のもの
７．学部教育活動への取り組み 学部での教育内容を評価するもの
８．修士論文（概要） 大学院生の研究成果
９．学部生の論文（概要） 学部生の学習成果



392

10．資料 研究上価値ある資料あるいは新出資料などの紹介・解説
11．研究報告 社会実践にかかわる活動の研究報告、作品制作の報告、作品解説など
12．学部プロジェクト研究報告 学部プロジェクト研究の成果を要約して報告するもの

（二重投稿の禁止）

第５条　前条に該当し投稿された第６条に規定する原稿であっても、同一の原稿を本学紀要以外の他

紙に投稿することはできない。また二重投稿が判明した場合は掲載を中止する。

２　当該原稿を他紙に投稿する場合は、委員会より正式に不採用の連絡を受けた後に行う。

（申込と締切）

第６条　投稿申込と締切期限は、年１回の刊行の場合は次の各号のとおりとし、年複数回の刊行の場

合は、その都度委員会が別に定める。

⑴　執筆計画の把握のため、別に定める「紀要投稿申込書」を７月末までに委員会が集約する。

⑵　原稿は、10月第１週水曜日までに委員会に提出する。

（執筆要領）

第７条　原稿の執筆にあたっては、別に定める紀要執筆要領による。

（原稿の査読と掲載の可否）

第８条　査読は別に定める「ライフデザイン学部紀要査読制度内規」に基づき行う。

２　掲載の可否は、第１項の結果に基づき、委員会が決定し、投稿者へ結果を連絡する。

３　投稿数の制限は定めないが、同一号に原稿が複数採択された場合、次号に繰り延べて掲載す

ることがある。

（補筆と修正）

第９条　委員会は、必要に応じて、執筆者に補筆や修正を求めることができる。

（原稿の返却）

第10条　投稿された原稿は、著者に返却する。

（抜刷）

第11条　著者には電子媒体による抜刷を１部配布する。

（配布先等）

第12条　紀要の配布先は、毎年委員会が定める。

２　学部ホームページに電子情報として掲載することができる。また管理サーバー等の掲載条件

が可能な範囲でデータは蓄積する。
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（原稿料など）

第13条　原稿料の支払い、掲載料の徴収は行わない。

（著作権等）

第14条　本学部が編集刊行する紀要の編集著作権は本学部に帰属する。

２　紀要に掲載された個々の著作物の著作権は、当該著作物の著作権者に帰属する。

３　紀要に掲載された個々の著作物について、著作権侵害、名誉毀損、またはその他の紛争が生

じた場合、当該著作物の著作者を当事者とする。

（改廃）

第15条　本内規の改廃は、教授会の承認を得るものとする。

附則

　この内規は、平成17年４月１日から施行する。

附則

　この内規は、平成19年４月１日から施行する。
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東洋大学ライフデザイン学部紀要査読制度内規

平成17年４月１日　施行

平成19年４月１日　改正

（目的）

第１条　本規程は、東洋大学ライフデザイン学部（以下「学部」という。）の刊行する紀要『ライフ

デザイン学研究』（以下「紀要」という。）と掲載される個々の著作物の質の向上と保証を図る

ことを目的とし、査読制度により審査を行う。

（査読の対象）

第２条　査読は、論文および投稿者より審査依頼がなされた研究ノートについて行う。査読された原

稿についてはその旨を明記する。

（査読の内容）

第３条　審査原稿について、東洋大学ライフデザイン学部紀要編集委員会（以下「委員会」という。）

の定めた学部内および学部外各１名の査読員による体裁、学術的内容の査読を行い委員会に結

果を報告する。

２　内規第４条の審査を行わない原稿について、委員会が定める学部内の校正委員１名により、

体裁、内容の校正について委員会に助言を行う。

（査読員の要件）

第４条　学部内査読員は、学部専任教員とする。

２　学部外査読員は、その著作物の内容ついての専門領域における学部外の専門家又は学識者と

する。

（査読員の委嘱）

第５条　第３条について、委員会は査読員、校正委員を選出し、学部長により委嘱する。

（査読員の非公開）

第６条　学部内査読員については、いかなる理由であっても公開しない。

２　学部外査読員については、紀要に採択の上、掲載されるときに限り各著作物の巻末に査読員

を掲載する。　　　
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（審査）

第７条　２名の査読員は、執筆者の原稿について速やかに査読の上審査を行い、ＡＢＣで評価する。

Ａは「採択（軽微な字句の修正を含む）」、Ｂは「一部修正の上採択」、Ｃは「不採択」を意味

する。又、その結果を委員会に報告する。

２　２名の査読員がＡＡ、ＡＢ、ＢＢの評価の場合は査読審査合格とし、掲載可とする。ＢＣ、

ＣＣの場合は査読不合格とし、掲載不可とする。ＡＣの場合はさらに第３者に査読を依頼し、

Ａ又はＢの場合は掲載可とし、Ｃの場合は不合格とする。

３　査読審査結果は委員長より通知する。

（修正）

第８条　委員会は、上記の審査結果に基づき、採用論文について執筆者に修正を求めることがある。

それ以外は審査後の修正は認めない。

（審査料）

第９条　学部外査読員には次の査読審査料を支払う。

⑴　原稿１本につき10,000円とする。

（改正）

第10条　本内規の改廃は、教授会の承認を得るものとする。

附則

　この内規は、平成17年４月１日から施行する。

附則

　この内規は、平成19年４月１日から施行する。
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東洋大学ライフデザイン学部紀要原稿執筆要領

平成17年４月１日　施行

平成19年４月１日　改正

１．使用言語

　使用言語は、特に制限しない。ただし、印刷等にあたり特別の技術を有する言語、査読委員の選出

に困難を来す言語、その他の事情を有する言語については、事前に編集委員に相談すること。また母

語以外を使用する場合には当該言語のネイティブ・スピーカーによる校閲を受けたうえで提出するこ

ととする。

２．執筆者

　投稿資格者は、東洋大学ライフデザイン学部紀要編集内規第２条に定める者とし、共著者がいる場

合は氏名の右肩に＊印を付けて示すこととする。

３．要旨及びキーワード等

　原稿の本文が日本語の場合には、欧文（英・独・仏のいずれか）の表題、著者名、要旨及びキーワー

ドをつけること。欧文要旨は100 ～ 150ワード程度とする。

　原稿の本文が英語又はその他の言語の場合には、各言語の要旨、キーワードのほかに、日本語の表

題、著者名、要旨及びキーワードをつけること。日本語要旨は600 ～ 800字程度とする。

　欧文要旨は、当該言語のネイティブ・スピーカーによる校閲を受けることとする。

４．本文及び脚注・注

　本文は原則として横書きとし、英語の場合はダブルスペースで記述する。原稿用紙の大きさはＡ４

サイズを標準とする。長さは日本語の場合はＡ４用紙30枚を超えない程度とする（いずれの場合も図

表を含むものとする）。他の言語の場合もこれらに準ずる。以上の内容に依りがたい時は編集委員と

協議して決めることとする。

　脚注は、本文中の該当箇所の右肩に一連番号を打ち、注そのものは当該ページの下部に記入する。

各章毎、あるいは本文末に注をまとめる場合も、注番号は当該箇所の右肩に一連番号で示すこととす

る。

　提出時に総字数を示すこととする。

５．参考文献

　参考文献は、原則として以下の要領で記載する。

　⑴　和文の参考文献
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１）雑誌

著者名、表題、雑誌名、巻数（号数）、（刊行された西暦年）

２）単行本

著者名、署名、発行所、ページ数、（発行された西暦年）

３）編著書の中の１章又はシリーズの中の１巻

著書名、章名、編者（又は監修者）名、書名、発行所、ページ数、（刊行された西暦年）、

又は著書名、書名、編者（又は監修者）名、シリーズ名、第XX巻、発行所、ページ数

４）その他の参考文献については、上記１）、２）、３）に準ずる。

　⑵　欧文等の参考文献の場合

　上記⑴に準ずる。ただし、書名などについては、主な単語（Word）、固有名詞などは大文字で

書き始めること。

６．図表

①　図は著者の作成したものをそのまま印刷するので、黒インクで浄書（トレース）すること（ワー

プロ印刷でも可）。トレース等が困難な場合にはトレース料は自己負担とする。

②　図は、なるべく白紙に黒インクで大きめに書くこと。又、各図は一枚毎に別々の用紙に書くこと。

③　図中の文字数字等は写植されるので、正確に書くこと。大文字と小文字、イタリック体、ゴチッ

ク体などの違いにも注意すること。

④　図（写真を含む）及び表には必ず名称を付けること。

⑤　図表の番号は、それぞれが本文に現れる順にしたがって、通し番号で付けること。又、本文中

の各図表の挿入箇所は明確に指示すること。

⑥　各図表の作成に使用した資料あるいは文献は、必ず注として明記すること。

７．原稿の提出

　原稿は本文のハードコピー２部及びＦＤ等に収録したもの（ワープロのフォーマット形式及びテキ

スト形式の両方）で編集可能なものに、それぞれ一枚ずつ別々の用紙に作成した図表を付けて提出す

るものとする。

　ＦＤ等のラベルに、著者名、主タイトル、及び使用した機種名・ソフト名（バージョン数）をでき

るだけ詳しく記載する。

附則

　この要領は平成17年４月１日から施行する。

附則

　この要領は平成19年４月１日から施行する。
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